
○ 無 線 設 備 規 則 （ 昭 和 二 十 五 年 電 波 監 理 委 員 会 規 則 第 十 八 号 ） の 一 部 を 改 正 す る 省 令 案 の 新 旧 対 照 表  

（ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ）  

改  正  案 現    行 
第 四 節 の 二 十 三 の 二 八 〇 ㎓ 帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る 陸 上 移 動 局

の 無 線 設 備 

第 四 節 の 二 十 三 の 二 八 〇 ㎓ 帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る 陸 上 移 動 局

の 無 線 設 備 

（ 八 〇 ㎓ 帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る 陸 上 移 動 局 の 無 線 設 備 ）  

第 四 十 九 条 の 二 十 五 の 四 八 〇 ㎓ 帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る 陸 上 移 動 局 の 無

線 設 備 は 、 次 に 掲 げ る 条 件 に 適 合 す る も の で な け れ ば な ら な い 。  

一 通 信 方 式 は 、 単 向 通 信 方 式 又 は 複 信 方 式 で あ る こ と 。  

二 空 中 線 電 力 は 、 一 ワ ッ ト 以 下 で あ る こ と 。  

三 送 信 空 中 線 は 、 そ の 絶 対 利 得 が 五 五 デ シ ベ ル 以 下 で あ る こ と 。  

四 隣 接 チ ャ ネ ル 漏 え い 電 力 は 、 次 の と お り で あ る こ と （ 占 有 周 波 数 帯 幅 が 二 、

二 五 ○ ㎒ を 超 え 五 ㎓ 以 下 の も の を 除 く 。 ） 。  

 イ チ ャ ネ ル 間 隔 が 二 五 ○ ㎒ の 場 合  

   割 当 周 波 数 か ら 二 五 ○ ㎒ 離 れ た 周 波 数 の （± ） 一 二 五 ㎒ の 帯 域 内 に 輻 射

さ れ る 電 力 が 、 搬 送 波 電 力 よ り 二 三 デ シ ベ ル 以 上 低 い 値 で あ る こ と 。  

 ロ チ ャ ネ ル 間 隔 が 五 ○ ○ ㎒ の 場 合  

   割 当 周 波 数 か ら 五 ○ ○ ㎒ 離 れ た 周 波 数 の （± ） 二 五 ○ ㎒ の 帯 域 内 に 輻 射

さ れ る 電 力 が 、 搬 送 波 電 力 よ り 二 三 デ シ ベ ル 以 上 低 い 値 で あ る こ と 。  

 ハ チ ャ ネ ル 間 隔 が 一 、 ○ ○ ○ ㎒ の 場 合  

   割 当 周 波 数 か ら 一 、 ○ ○ ○ ㎒ 離 れ た 周 波 数 の （± ） 五 ○ ○ ㎒ の 帯 域 内 に

輻 射 さ れ る 電 力 が 、 搬 送 波 電 力 よ り 二 三 デ シ ベ ル 以 上 低 い 値 で あ る こ と 。 

 二 チ ャ ネ ル 間 隔 が 二 、 ○ ○ ○ ㎒ の 場 合  

   割 当 周 波 数 か ら 二 、 ○ ○ ○ ㎒ 離 れ た 周 波 数 の （± ） 一 、 ○ ○ ○ ㎒ の 帯 域

内 に 輻 射 さ れ る 電 力 が 、 搬 送 波 電 力 よ り 二 三 デ シ ベ ル 以 上 低 い 値 で あ る こ

と 。  

五 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 総 務 大 臣 が 別 に 告 示 す る 技 術 的 条 件 に 適 合 す

る こ と 。 

（ 八 〇 ㎓ 帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る 陸 上 移 動 局 の 無 線 設 備 ） 

第 四 十 九 条 の 二 十 五 の 四  八 〇 ㎓ 帯 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る 陸 上 移 動 局 の 無

線 設 備 は 、 次 に 掲 げ る 条 件 に 適 合 す る も の で な け れ ば な ら な い 。 

一 通 信 方 式 は 、 単 向 通 信 方 式 又 は 複 信 方 式 で あ る こ と 。 

二 空 中 線 電 力 は 、 一 ワ ッ ト 以 下 で あ る こ と 。 

三 送 信 空 中 線 は 、 そ の 絶 対 利 得 が 五 五 デ シ ベ ル 以 下 で あ る こ と 。 



別表第一号（第５条関係） 別表第一号（第５条関係） 

周波数の許容偏差の表 周波数の許容偏差の表 

周波数帯 無線局 周波数の許容偏

差（Ｈｚ又はｋＨ

ｚを付したもの

を除き、百万分

率） 

１～８（略） （略） （略） 

９  10.5ＧＨｚ

を超え 134ＧＨ

ｚ以下 

１ 無線測位局 

(1) 車両感知用無線標定陸上局 

(2) その他の無線測位局（注 29） 

２ アマチュア局 

３ 簡易無線局 

４ 地球局及び宇宙局（注 40） 

５ 特定小電力無線局（注 34） 

６ 小電力データ通信システムの

無線局 

７ その他の無線局（注 21、31、

34、42、55） 

 

800 

5,000 

 

500 

200 

100 

500 

20 

 

300  
 

周波数帯 無線局 周波数の許容偏

差（Ｈｚ又はｋＨ

ｚを付したもの

を除き、百万分

率） 

１～８（略） （略） （略） 

９  10.5ＧＨｚ

を超え 134ＧＨ

ｚ以下 

１ 無線測位局 

(1) 車両感知用無線標定陸上局 

(2) その他の無線測位局（注 29） 

２ アマチュア局 

３ 簡易無線局 

４ 地球局及び宇宙局（注 40） 

５ 特定小電力無線局（注 34） 

６ 小電力データ通信システムの

無線局 

７ その他の無線局（注 21、31、

34、42） 

 

800 

5,000 

 

500 

200 

100 

500 

20 

 

300  
 

注１～33（略） 注１～33（略） 

34  次に掲げる無線設備に使用する電波の周波数の許容偏差は、この表に規

定する値にかかわらず、指定周波数帯とすることができる。この場合にお

いて、当該無線設備に指定する周波数の指定周波数帯は、総務大臣が別に

告示する。 

34  次に掲げる無線設備に使用する電波の周波数の許容偏差は、この表に規

定する値にかかわらず、指定周波数帯とすることができる。この場合にお

いて、当該無線設備に指定する周波数の指定周波数帯は、総務大臣が別に

告示する。  

(1)～(3)  （略） (1)～(3)  （同左） 

(4) 80ＧＨｚ帯の周波数の電波を使用する陸上移動局の無線設備（占有

周波数帯幅が 2,250ＭＨｚを超え５ＧＨｚ以下のものに限る。） 

(4) 80ＧＨｚ帯の周波数の電波を使用する陸上移動局の無線設備 

35～54 （略） 35～54 （同左） 



55 80ＧＨｚ帯の周波数の電波を使用する陸上移動局の無線設備に使用す

る電波の周波数の許容偏差は、この表に規定する値にかかわらず、次のと

おりとする。 

(1) チャネル間隔が 500ＭＨｚ以下のもの 150（10－6） 

(2) チャネル間隔が 500ＭＨｚを超え 2,000ＭＨｚ以下のもの （0.02

×Ｂｗ） Ｈｚ 

Ｂｗは、占有周波数帯幅の許容値（単位Ｈｚ）とする。 

 

別表第二号（第６条関係） 別表第二号（第６条関係） 

第 1～第 59 （略） 第 1～第 59 （同左） 

第 60 80ＧＨｚ帯の周波数の電波を使用する陸上移動局の無線設備の占有周

波数帯幅の許容値は、第１から第４までの規定にかかわらず、次のとお

りとする。 

   (1) チャネル間隔が 250ＭＨｚのもの         250ＭＨｚ 

  (2) チャネル間隔が 500ＭＨｚのもの                500ＭＨｚ 

(3) チャネル間隔が 1,000ＭＨｚのもの             1,000ＭＨｚ 

(4) チャネル間隔が 2,000ＭＨｚのもの        2,000ＭＨｚ 

(5) その他のもの                                     ５ＧＨｚ 

第 60 80ＧＨｚ帯の周波数の電波を使用する陸上移動局の無線設備の占有周

波数帯幅の許容値は、第１から第４までの規定にかかわらず、５ＧＨｚと

する。 

別表第三号（第７条関係） 別表第三号（第７条関係） 

１～51 （略） １～51 （略） 

52 80ＧＨｚ帯の周波数の電波を使用する陸上移動局の送信設備の不要発射

の強度の許容値は、２(1)に規定する値にかかわらず、次のとおりとする。 

52 80ＧＨｚ帯の周波数の電波を使用する陸上移動局の送信設備の不要発射

の強度の許容値は、２(1)に規定する値にかかわらず、次のとおりとする。 

  (1) 占有周波数帯幅が 2,250ＭＨｚ以下のもの 

周波数帯 不要発射の強度の許容値 

帯域外領域 

76ＧＨｚを

超え 81Ｇ

Ｈｚ以下 

空中線端子において、任意の１ＭＨｚの

帯域幅における平均電力が 3.16μＷ以

下 

上記以外の

周波数帯 

任意の１ＭＨｚの帯域幅における平均

電力が 100μＷ以下 

周波数帯 帯域外領域 スプリアス領域 

不要発射の強

度の許容値 

任意の１ＭＨｚの帯域幅

における尖頭電力が 100μ

Ｗ以下 

任意の１ＭＨｚの帯域幅

における尖頭電力が 50μ

Ｗ以下 
 



 

スプリアス領域 
任意の１ＭＨｚの帯域幅における平均

電力が 50μＷ以下 

  (2) 占有周波数帯幅が 2,250ＭＨｚを超え５ＧＨｚ以下のもの 

周波数帯 不要発射の強度の許容値 

帯域外領域 

76ＧＨｚを

超え 81Ｇ

Ｈｚ以下 

空中線端子において、任意の１ＭＨｚの

帯域幅における平均電力が 3.16μＷ以

下 

上記以外の

周波数帯 

任意の１ＭＨｚの帯域幅における尖頭

電力が 100μＷ以下 

スプリアス領域 
任意の１ＭＨｚの帯域幅における尖頭

電力が 50μＷ以下 
 

53～57（略） 53～57 （同左） 


